中学校・第１学年　数学科学習指導案
平成22年  月  日（木）第  限
指導教諭　　　　　 教諭
実習生　　　　　　　 


学級　　　1年1組　名（男子　名　女子　名）
場所　　　1－1教室
時間　　　50分
教科書　　楽しさ広がる数学１　　啓林館
単元名　　文字の式
１．単元について
（１）単元観
　小学校算数から通して、この章ではじめて文字の式が扱われる。式については、小学校で言葉の式、（　）や□を含む式については学習しているが、文字については学習していない。ここからは数の世界から文字の世界に学習内容が移るが、数は日常生活で買い物やテストの点数などで生徒に身近であるのに対し、文字は日常生活とは無縁である。そこで、意図的かつ計画的な導入が必要になる。
（２）生徒観
　男子8名、女子9名、計17名のクラス。全体的に仲が良く明るいので、声かけをして授業中の雰囲気にメリハリをつける。数学に対して苦手意識を持っている生徒もいるので机間指導をして、ついていくので精一杯という生徒がいないように指導する。
（３）指導観
　文字は数に比べて抽象度が高く、生徒にとって抵抗感が強い。そこで、マッチ棒を使用する等の操作活動により、無理のない文字の導入を図っていく。また、文字は数と同じように計算できることを理解させ、簡単な一次式の加減や一次式と数の乗除ができるようにする。文字を使うと、数量や数量関係が一般的に表されることも理解させ、問題解決に文字を使用していこうとする態度も養う。
２．単元目標
　文字を使って、数量や数量の間の関係を一般的に表したり、計算法則を簡潔に表したりすることを通して、文字を用いることのよさや必要性に気づく。また、表された式を読んだり、式を計算することを通して、文字の式を利用するための基礎的な処理の方法を身に付ける。そのために、
ア．文字を使って、数量や計算法則を式にしたりして、文字の式の意味について理解する。
イ．文字を使った式の表し方を理解し、それに基づいて式をつくったり、表された式の意味を読みとったり、文字に値を代入して式の値を求めたりして、文字の式の理解を深める。
ウ．簡単な式の加減の計算ができるようにする。また、式に数をかけることや式を数でわることができるようにする。
エ．数量の間の関係を等式に表すことができるようにする。
３．指導計画（全15時間）
　A．文字を使った式…（7時間）
　　　①数量を文字で表すこと…（2時間）　　　　⇒　本時（1/2）
　　　②文字式の表し方…（3時間）
　　　③式の値…（2時間）
　B．文字式の計算…（6時間）
　　　①文字式の加法，減法…（3時間）
　　　②文字式と数の乗法，除法…（2時間）
　　　③関係を表す式…（1時間）
　C．章末問題…（2時間）
　　　①基本のたしかめ…（1時間）
　　　②章末問題…（1時間）
４．本時の学習指導
（１）目標
　①マッチ棒の並び方のきまりを式に表そうとしたり、いろいろな数量を進んで文字を使って表そうとする。
【関心・意欲・態度】
②文字を使うと、いろいろな数量が一般的かつ簡潔に表されるよさを理解し、表された式をそのように考えることができる。
【数学的な見方や考え方】
③マッチ棒の並び方の決まりを、数や文字を使って的確に表すことができる。
【表現・処理】
④文字を用いることの意義を理解することができる。
【知識・理解】
（２）展開
	時間
	学習指導内容
	学　習　活　動
	留意点(◇)/評価(◆)

	導入
10

分
	○マッチ棒の数を数える。

	・配られたプリントをノートに貼る。
・下記のマッチ棒の数を数える。　　　
問１.下記の図のように、マッチ棒で正方形をつくっていきます。それぞれマッチ棒を何本使っていますか。
（１）正方形１個（２）正方形２個

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　→4本　　　　　　→7本
（３）正方形３個

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　→10本　　　　　　
・指名された生徒は発問に答える。
・赤ペンで丸付け。
	◇

教科書は閉じさせる。
◆積極的にマッチ棒の数を数えているか。【関心・意欲・態度】


	展開
35

分
	○正方形２０個のとき必要なマッチ棒の本数を考える。
○マッチ棒の本数をどう求めたか、考え方を個人で考える。
○マッチ棒の本数をどう求めたか、考え方を３人グループになって考える。
○各グループの考え方を発表する。
○ｎを使って必要なマッチ棒の本数を表す。
○文字の有用性を伝える。
	
☆　では、正方形２０個のときマッチ棒は何本必要でしょうか？
　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61本　
・指名された生徒は発問に答える。
・赤ペンで丸付け。
問２．どんな考え方があるか考えてみよう！！下の図を使って自分の考え方を書いてみよう。
　　　　　　　　　　　　　……　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・マッチ棒の本数をどう求めたか、考え方を個人で考え、プリントに記入する。
・グループを作り移動する。
・マッチ棒を各グループ１０本ずつ配る。
・マッチ棒の本数をどう求めたか、考え方を３人グループになって考え、プリントに記入する。
・各グループの代表者が自分のグループで出た考え方を発表する。
・考え方が違っても合っていることを伝える。
・自分の席に戻る。
・マッチ棒を返却する。
⇒マッチ棒の本数は、　　　　　　　　　　と表すことができる。
（上の下線部は当日１番意見が多かった考え方を言葉の式で表したものを記入する。）

☆　では、正方形ｎ個のとき、マッチ棒は何本必要でしょうか？
　　　　　　　　　　　……　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本
（上の下線部は当日１番意見が多かった考え方で、ｎを使って表したものを記入する。）
・指名された生徒は発問に答える。
・赤ペンで丸付け。
・このｎに数字を入れればすぐ必要なマッチ棒の本数がすぐ計算できる
例）正方形が１００個のとき
　　　　　　　　　　　　　　　
（上の下線部は当日１番意見が多かった考え方で、ｎを使って表したものを記入する。）
　ｎの部分に波線を引き、矢印を書き100と記入して、ｎに100を当てはめたということを強調する。
　　　　　答え301本
・他の考え方でもｎと100を当てはめて、計算する。

	◇
プリントに書き込んでいるか机間指導しながら確認する。
◆積極的にマッチ棒の数を考えているか。【関心・意欲・態度】
◆考え方を探せるか。【数学的な見方や考え方】,【表現・処理】
◇

全員で協力して考えているか机間指導して確認する。
◇代表者以外の生徒がしっかり代表者の話を聞くように促す。
◆グループの意見をクラスのみんなに伝えることができる。【表現・処理】
◇
ｎが出てきた途端理解に詰まる生徒がいるので机間指導をして、出来るだけ文字に抵抗を持たせないようにする。
◆文字が出てきても式をつくることができるか。【表現・処理】
◇

代入という言葉はまだ出てきていないので使用しないように注意する。
◆文字の有用性を感じることができる。【知識・理解】
◇

他の考え方で100を当てはめても答えが同じになることを強調する。

	ま
と
め
5

分
	○文字を使うと便利ということを確認する。

	・マッチ棒の問題を振り返り、文字を利用すると簡単に答えが求められることを確認する。

	◆最後までしっかり集中して話を聞くことができるか。【関心・意欲・態度】


（３）評価
①マッチ棒の並び方のきまりを式に表そうとしたり、いろいろな数量を進んで文字を使って表することができたか。
【関心・意欲・態度】
②文字を使うと、いろいろな数量が一般的かつ簡潔に表されるよさを理解し、表された式をそのように考えることができたか。
【数学的な見方や考え方】
③マッチ棒の並び方の決まりを、文字を使って的確に表すことができたか。
【表現・処理】
④文字を用いることの意義を理解することができたか。
【知識・理解】
